
区分 単位 2単位

科目名 時間数 30時間

講師名 履修学年 3年次

概要

学習目標

回数 授業形態

1 講義

2 講義

3 講義

4～8 講義

9 講義

10～11 講義

12 講義

13～14 演習

15 講義・試験

使用教科書・教材・参考書

新体系看護学全書　健康支援と社会保障制度④　社会福祉　メヂカルフレンド社

成績評価の方法　　

筆記試験　100％

備考

専門基礎分野

社会福祉

非常勤講師

社会環境の中での福祉の意義を学ぶとともに、社会福祉制度や社会福祉保障のあり

方を理解する。

1．社会保障の概念を理解し、目的と機能がわかる。

2．社会福祉制度を理解しサービスの活用方法がわかる。

3．社会福祉の諸制度と施策がわかる。

4．社会・経済の変化に伴った動向がわかる。

授業内容

学習内容

生活の中での福祉の意義

社会保障の概念と歴史

社会保障の目的と機能および制度体系

まとめ（前半45分）筆記試験（後半45分）

社会保障制度の理解

①医療保険制度　　　②介護保険制度　　③年金保険制度

④雇用保険制度　　　⑤労災保険制度

※各制度の歴史的背景を踏まえて日本の社会保障制度を理解する。

社会福祉の歴史

社会福祉の諸制度と施策（機関と機能）

①生活保護法　②児童福祉　③障害児福祉　④高齢者福祉

社会福祉行政の仕組み、社会保障・社会福改革の動向

事例から考える社会保障と社会福祉サービスについて

①生活保護を受けるアルコール依存症者

②一人暮らしの高齢者

③知的障がい者息子と身体障がい者の多問題家族

④児童虐待

⑤生活保護が必要ながん患者をめぐる生活問題

上記参照のうえ、社会保障制度・社会福祉サービスの実際が理解でき

る事例を用いて実際が理解できる



13・14回目は各クラスで授業を行う


